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【めざす児童像】 今月のいきいき中島っ子 学びの十か条

○あかるく たくましい子ども （体） （７月）

○やさしく おもいやりのある子ども （徳） 本を読んで心に栄養

○めあてをもって がんばる子ども （知） めくるページ広がる想像力

◇ 中学生が職場体験をしました ◇

６月２７日、２８日の２日間、中島中学校から６名の生徒さん

が本校で職場体験をしました。吉子川小学校の卒業生が多く、久

しぶりに母校を訪問し、小学生時代を懐かしく思い出したようで

した。６名の皆さんは２日間、各学級の担任からの依頼を受けて

さまざまな仕事を体験したり、休み時間に楽しい時間を過ごした

りしてもらいました。最終日には５・６年生の前で中学校生活に

ついて話し、子ども達からの質問に答える機会を設けました。立

派に先生役を務めた皆さんでしたが、達成感を味わうとともに、

人前で話すこと、伝えることの難しさも感じたようでした。

２日間の体験が、これからの中学校生活での学びや仕事に対す

る考えにつながる経験となってくれたらと思っております。

◇ 将来の夢は… ◇

ある企業の調査によると、今年４月に小学校に入学した子ども

男女合わせた将来就きたい職業の1位は「ケーキ屋・パン屋」、2

位は「警察官」、3位は「スポーツ選手」。男女ともに今年ポイン

トを伸ばした「研究者」と、女の子の人気を集めた「保育士」が新たにトップ10に入りました。一方

で、近年人気を伸ばしてきた「ユーチューバー」は、今年は順位を落として14位でした。

文科省の調査では、「将来の夢や目標をもっているか？」という質問に「当てはまる」と答える小学

生は全体の60％。中学生になる頃には全体の40％しかいないことが分かっており、世界的にみても

将来の夢を抱いている小学生の割合が低いといわれています。小学生の頃から必ずしも将来の夢を決

める必要はありませんが、「どんな自分が好き？」「どんなことをしてみたい？」など、小さな目標レ

ベルの「夢」を抱くことは大切です。「身近な人の役に立つことをしてみたい」といったイメージをも

つことです。小さいながらも夢や目標をもつことで、さまざまな活動に対するエネルギーも生まれ、

次のような力も養われていき、徐々に

自分自身の将来について考えて行動で

きるようになります。例えば、挑戦力

や計画力、行動力が身に付くと言われ

ています。

挑戦力…難しいことでも積極的に挑戦

しようとする

計画力…計画を立ててコツコツ取り組

もうとする

行動力…考えるだけでなく、実際に行

動に移す


